別表第六号　搬送波を変調する信号を求める方程式(第11条関係)
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s(t)：RF信号
fC：送信波に含まれるいずれかのOFDMセグメントの中央の周波数
n：シンボル番号
S1：1セグメント形式のOFDMフレームの数
S3：3セグメント形式のOFDMフレームの数
b：1セグメント形式及び3セグメント形式のOFDMフレームの番号(周波数軸上左端のOFDMフレームを0とする)
N(b)：OFDMフレームbのキャリア総数
(ただし、b≠S1＋S3－1であるOFDMフレームについては、
1セグメント形式の場合、モード1：108、モード2：216、モード3：432、
3セグメント形式の場合、モード1：324、モード2：648、モード3：1296、
b＝S1＋S3－1であるOFDMフレームについては、送信波全体の周波数軸上右端にあるCPを含めて
1セグメント形式の場合、モード1：109、モード2：217、モード3：433、
3セグメント形式の場合、モード1：325、モード2：649、モード3：1297)
c(b，n，k)：OFDMフレームb、シンボル番号n、キャリア番号kに対応する複素信号点ベクトル
k：OFDMフレームごとのキャリア番号(周波数軸上左端のキャリア番号を0とする)
Kfc：fCに対応するキャリア番号(周波数軸上左端のキャリア番号を0とし、連続した番号を用いて表す)
Tg：ガードインターバル期間長
(ただし、b≠S1＋S3－1であるOFDMフレームについては、
1セグメント形式の場合、Tu＝7N(b)／3×10－5、
3セグメント形式の場合、Tu＝7N(b)／9×10－5、
b＝S1＋S3－1であるOFDMフレームについては、
1セグメント形式の場合、Tu＝7(N(b)－1)／3×10－5、
3セグメント形式の場合、Tu＝7(N(b)－1)／9×10－5)
TS：シンボル期間長(TS＝Tu＋Tg)
Tu：有効シンボル期間長
KC(b)：OFDMフレームbの中央の周波数に対応するキャリア番号
(1セグメント形式の場合、モード1：54、モード2：108、モード3：216、3セグメント形式の場合、モード1：162、モード2：324、モード3：648)
